
八雲中学校（上）・熊石中学校（下） の生徒さんです。

学校生活や夢について語っていただきました。（20ページ「耳をすまして」）

　　　　　　　ホームページアドレス https：// www . town . yakumo . lg . j p
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○令和６年度注目の予算　…………………………………………　②
○ここが知りたい今年の予算　……………………………………　④
○補正予算　…………………………………………………………　⑨
○５名の議員が町政を問う（一般質問） ……………………………　⑩
○新役場庁舎等整備事業について　………………………………　⑮
○議決・賛否一覧他（定例会・臨時会） ………………………………　⑯
○常任委員会の活動（所管課報告） …………………………………　⑱
○八雲中学校、熊石中学校の皆さん（耳をすまして） ……………　⑳

議会を傍聴してみませんか？
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サーモン養殖付加価値向上推進事業
407万1千円

地域おこし協力隊配置事業
8,610万3千円

キャッシュレス決済導入事業
538万8千円

第１回定例会
令和６年３月７日～３月15日
特別会計予算等が審議され賛成多数により可決されました。

町民の利便性を図るため
キャッシュレス決済を導入
導入箇所：戸籍住民窓口

（本庁舎・熊石総合支所・落部支所）

証明書等コンビニ交付事業
1,052万4千円

証明書等のコンビニ交付システムを導入

落部漁業協同組合事務所建設事業
3億1,938万5千円

地域活動に従事する都市住民を受け入れし、
その後の定住を目指す。継続16名・新規3名

北海道二海サーモンの品質向上・販路拡大・
養殖技術向上や調査研究に対する補助金

木彫り熊100周年記念事業
672万1千円

100周年映像制作・放送、講演会・トークイベント等開催

八雲山車行列補助金
450万円

熊石あわびの里フェスティバル補助金
350万円

本年は八雲山車行列40回目、
熊石あわびの里フェスティバル30周年となるため、

両イベントへの補助金を増額

完成イメージ図
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サーモン種苗生産施設整備事業
8,537万9千円

熊石国保病院建替事業
21億1,386万5千円

熊石漁港ふれあい広場整備事業
4,524万3千円

熊石 関内地域会館新築工事
1億7,332万7千円

熊石 関内地区消防格納庫新築工事
3,898万5千円

令和６年
第１回定例会は上記の日程で開かれ、令和６年度一般会計予算、

新役場庁舎等整備事業

旧国立病院解体工事
　5億9,877万4千円

旧養護学校内部改修工事
1,870万円

新庁舎整備実施設計業務
8,136万円
他

7億287万3千円

熊石サーモン種苗生産施設の
拡張に向けた各種調査・設計業務

・実施設計業務　　　　　6,463万6千円
・流量検証等調査業務　　1,074万7千円
・地下水源試験調査業務　   962万5千円
　　　　　　　　　他

熊石漁港ふれあい広場にブルーカーボン取組推進のため、
ホタテ貝殻を含んだ舗装を整備

完成イメージ図

完成イメージ図
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 総
括
質
疑

Ｑ
　
風
力
発
電
設
備
建
設
に
つ
い
て
自

然
環
境
の
保
全
と
い
う
観
点
か
ら
、
い

か
が
な
も
の
か
と
思
っ
て
い
る
が
、
町

長
の
考
え
は
。（
佐
藤
）

Ａ
　
調
査
結
果
を
見
な
が
ら
、
関
係
団

体
の
意
見
を
聞
き
、
判
断
し
て
い
き
た

い
。（
町
長
）

Ｑ
　
航
空
自
衛
隊
八
雲
分
屯
基
地
で
昨

年
夏
に
米
軍
と
の
共
同
訓
練
が
あ
っ
た

が
、
受
け
入
れ
る
べ
き
で
は
な
い
の
で

は
。（
佐
藤
）

Ａ
　
基
地
の
活
用
を
要
望
し
た
結
果
に

よ
る
も
の
。
町
民
に
影
響
が
出
る
よ
う

な
場
合
は
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。（
町
長
）

Ｑ
　
人
口
減
少
が
進
ん
で
い
る
今
、
人

材
確
保
と
育
成
が
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
。

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

ま
た
、
土
地
や
建
物
の
購
入
、
地
域
会

館
の
建
設
な
ど
町
有
財
産
が
増
え
て
い

る
が
、
人
口
減
少
が
進
む
中
で
持
続
可

能
な
ま
ち
づ
く
り
の
あ
り
方
を
ど
の
よ

う
に
と
ら
え
て
い
る
の
か
。（
赤
井
）

Ａ
　
人
材
確
保
の
難
し
さ
を
痛
感
し
て

い
る
。
町
と
議
会
と
町
民
が
知
恵
を
出

し
合
っ
て
対
策
を
考
え
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
思
っ
て
い
る
。

　
建
物
の
購
入
や
建
設
は
、
災
害
時
の

避
難
所
と
し
て
の
機
能
や
、
移
住
・
定

住
の
促
進
な
ど
の
た
め
必
要
で
あ
る
と

考
え
る
。（
町
長
）

　
 総
　
務
　
費

新
役
場
庁
舎
等
整
備
事
業

Ｑ
　
実
施
設
計
が
今
年
度
行
な
わ
れ
る

こ
と
も
あ
り
、
改
め
て
新
庁
舎
に
関
す

る
町
民
説
明
会
を
開
い
て
ほ
し
い
。
昨

年
６
月
の
説
明
会
で
は
、
メ
ン
テ
ナ
ン

ス
費
用
に
森
林
環
境
譲
与
税
が
使
え
る

こ
と
等
の
説
明
は
な
か
っ
た
。（
三
澤
）

Ａ
　
設
計
業
者
と
と
も
に
全
員
協
議
会

で
説
明
を
す
る
予
定
で
あ
り
、
町
民
説

明
会
は
し
な
い
。
公
民
館
の
利
用
者
に

は
設
計
業
者
が
直
接
説
明
し
、
広
報
等

で
進
捗
状
況
を
報
告
し
て
い
き
た
い
。

（
町
長
）

災
害
備
蓄
品
整
備
事
業

Ｑ
　
災
害
備
蓄
品
で
女
性
に
配
慮
す
る

用
品
は
増
え
て
い
る
か
。（
倉
地
）

Ａ
　
大
人
用
の
お
む
つ
や
女
性
の
生
理

用
品
等
、
令
和
５
年
度
予
算
の
執
行
残

で
購
入
し
て
い
る
。（
係
長
）

ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金
奨
励
事
業

Ｑ
　
ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金
が
増
え
た

こ
と
の
検
証
は
ど
う
分
析
し
て
い
る
か
。

（
関
口
）

Ａ
　
サ
イ
ト
を
増
や
し
て
多
く
の
人
に

見
て
も
ら
う
こ
と
や
、
特
定
の
商
品
が

伸
び
る
こ
と
で
ラ
ン
キ
ン
グ
の
上
位
に

載
る
こ
と
な
ど
に
よ
り
寄
附
額
が
増
え

た
も
の
と
判
断
し
て
い
る
。（
係
長
）

Ｑ
　
ウ
イ
ス
キ
ー
事
業
に
ク
ラ
ウ
ド

フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
型
ふ
る
さ
と
納
税
を

絡
め
る
な
ど
、
工
夫
が
必
要
で
は
な
い

か
。（
関
口
）

Ａ
　
状
況
を
見
な
が
ら
様
々
な
方
法
を

考
え
て
い
き
た
い
。（
課
長
）

ウ
ク
ラ
イ
ナ
避
難
民
等
受
入
事
業

Ｑ
　
関
係
人
口
の
受
入
等
に
よ
る
施
設

の
有
効
活
用
と
あ
る
が
、
そ
の
内
容
は
。

（
赤
井
）

Ａ
　
避
難
民
受
入
は
現
在
１
世
帯
の
み

と
な
っ
て
い
る
た
め
、
残
り
の
空
き
部

屋
を
、
連
携
協
定
を
結
ん
で
い
る
大
学

等
に
貸
す
な
ど
し
て
有
効
活
用
を
図
っ

て
い
き
た
い
。（
課
長
）

Ｑ
　
連
携
協
定
以
外
の
大
学
や
研
究
機

関
に
貸
す
こ
と
で
、
八
雲
町
の
Ｐ
Ｒ
に

な
る
の
で
は
。（
赤
井
）

右のＱＲコードから
予算委員会の中継を
見ることができます

１日目 ２日目 ３日目

 宮本 　 雅晴 　委員長
みやもと まさはる
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Ａ
　
ま
ず
は
ウ
ク
ラ
イ
ナ
か
ら
の
避
難

民
が
中
心
だ
が
、
今
後
は
民
間
を
圧
迫

を
し
な
い
よ
う
な
ル
ー
ル
づ
く
り
を
し

て
い
き
た
い
。（
課
長
）

自
治
体
情
報
シ
ス
テ
ム
標
準
化
・
共
通

化
事
業

Ｑ
　
標
準
化
と
は
何
か
。（
佐
藤
）

Ａ
　
住
民
記
録
や
地
方
税
、
福
祉
と

い
っ
た
業
務
を
処
理
す
る
総
合
行
政
シ

ス
テ
ム
は
、
こ
れ
ま
で
各
自
治
体
が
個

別
に
運
用
し
て
き
た
が
、
令
和
４
年
に

成
立
し
た
標
準
化
法
で
は
自
治
体
が
行

う
主
な
業
務
を
国
の
仕
様
に
合
わ
せ
る

こ
と
が
義
務
づ
け
ら
れ
、
令
和
７
年
度

末
ま
で
に
移
行
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
係
長
）

街
路
灯
電
気
使
用
料
助
成
金

Ｑ
　
町
道
の
街
路
灯
は
一
部
町
内
会
が

負
担
し
て
い
る
が
、
全
部
町
負
担
に
で

き
な
い
か
。（
牧
野
）

Ａ
　
以
前
か
ら
町
内
会
が
街
路
灯
の
電

気
料
を
負
担
し
て
い
る
こ
と
に
疑
問
が

あ
っ
た
。今
す
ぐ
と
は
い
か
な
い
が
無

償
に
し
た
い
と
思
っ
て
い
る
。（
町
長
）

地
域
会
館
整
備
事
業

Ｑ
　
熊
石
の
地
域
会
館
を
新
築
す
る
際
、

町
が
備
品
に
つ
い
て
も
整
備
し
て
い
る

が
、
八
雲
地
域
で
は
町
内
会
が
整
備
し

て
い
る
と
聞
い
て
い
る
。（
三
澤
）

Ａ
　
備
品
購
入
に
つ
い
て
は
、
指
定
管

理
者
が
負
担
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

（
課
長
）

Ｑ
　
現
状
、
八
雲
地
域
と
熊
石
地
域
で

は
違
い
が
あ
る
よ
う
な
の
で
、
ル
ー
ル

を
決
め
て
は
ど
う
か
。（
大
久
保
）

Ａ
　
ル
ー
ル
と
し
て
し
っ
か
り
決
め
て

い
き
た
い
。（
町
長
）

証
明
書
等
コ
ン
ビ
ニ
交
付
事
業

Ｑ
　
い
つ
か
ら
、
ど
う
い
っ
た
証
明
書

が
取
れ
る
の
か
。（
三
澤
）

Ａ
　
令
和
６
年
度
末
か
令
和
７
年
４
月

か
ら
始
め
た
い
。
現
段
階
で
は
、
住
民

票
と
印
鑑
証
明
書
を
全
国
の
コ
ン
ビ
ニ

エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
発
行
で
き
る
よ
う
に

と
考
え
て
い
る
。（
課
長
）

職
員
費

Ｑ
　
会
計
年
度
任
用
職
員
は
扶
養
手
当

や
住
居
手
当
が
支
給
さ
れ
な
い
。
町
独

自
で
支
給
は
で
き
な
い
の
か
。（
横
田
）

Ａ
　
国
の
事
務
処
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
基

づ
い
て
制
度
を
構
築
し
て
お
り
、
町
独

自
で
は
難
し
い
。（
課
長
）

Ｑ
　
健
康
管
理
休
暇
（
生
理
休
暇
）
は
、

正
職
員
で
は
有
給
で
認
め
ら
れ
て
い
る

が
、
会
計
年
度
任
用
職
員
は
無
給
で
あ

る
。
こ
の
差
の
理
由
は
。（
三
澤
）

Ａ
　
国
の
制
度
に
準
じ
て
い
る
が
、
不

合
理
だ
と
感
じ
て
い
る
。
今
後
、
検
討

し
て
い
き
た
い
。（
課
長
補
佐
）

　
 商
　
工
　
費

商
工
振
興
事
業
費
補
助
金

Ｑ
　
転
入
さ
れ
た
方
が
商
店
名
を
知
ら

な
い
と
い
う
こ
と
は
大
き
な
課
題
で
あ

る
と
思
う
。
商
工
会
と
協
力
し
な
が
ら

知
名
度
を
上
げ
て
い
く
必
要
が
あ
る
の

で
は
な
い
か
。（
赤
井
）

Ａ
　
補
助
金
を
出
し
て
い
る
こ
と
も
あ

り
、
今
後
、
商
工
会
と
一
緒
に
取
り
組

み
、
町
と
し
て
も
応
援
し
て
い
き
た
い
。

（
町
長
）

Ａ
　
令
和
４
年
度
に
地
域
お
こ
し
協
力

 牧  野 　　 仁 　副委員長
まき の ひとし

避難民受入施設（出雲町避難民受入施設（出雲町））
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隊
が
八
雲
町
を
紹
介
す
る
「
や
く
も
に

じ
い
ろ
マ
ッ
プ
」
を
作
成
し
た
が
、
周

知
方
法
も
考
え
て
い
き
た
い
。（
課
長
）

道
南
休
養
村
管
理
事
業

Ｑ
　
リ
ヤ
カ
ー
タ
イ
ヤ
修
繕
　
万
１
千

４９

円
の
内
容
と
リ
ヤ
カ
ー
の
保
有
台
数
は
。

（
横
田
）

Ａ
　
リ
ヤ
カ
ー
の
タ
イ
ヤ
修
繕
は
毎
年

計
画
的
に
行
っ
て
お
り
、
令
和
６
年
度

は
７
台
分
の
タ
イ
ヤ
ホ
イ
ー
ル
　
本
を

１４

予
定
し
て
い
る
。
リ
ヤ
カ
ー
は
全
部
で

　
台
所
有
し
て
い
る
。（
課
長
）

２３登
山
道
管
理
業
務
委
託
料

Ｑ
　
登
山
道
管
理
業
務
委
託
料
の
内
容

は
。ま
た
、入
山
者
の
管
理
は
。（
牧
野
）

Ａ
　
雄
鉾
岳
の
登
山
道
の
整
備
や
山
の

家
周
辺
の
管
理
を
し
て
い
る
ワ
ン
ダ
ー

フ
ォ
ー
ゲ
ル
と
い
う
団
体
に
対
す
る
委

託
料
。
入
山
す
る
人
の
名
前
は
名
簿
に

記
入
し
て
い
る
。（
課
長
）

Ｑ
　
　
万
４
千
円
の
委
託
料
の
内
訳
は
。

２３

（
三
澤
）

Ａ
　
１
万
４
６
０
０
円
×
２
人
分
×
８

日
間
と
な
っ
て
い
る
。
団
体
か
ら
は
管

理
が
大
変
と
い
う
話
を
受
け
て
い
る
が
、

予
算
の
範
囲
内
で
の
管
理
を
お
願
い
し

て
い
る
。（
課
長
）

　
 農
　
業
　
費

森
林
環
境
譲
与
税
積
立
金

Ｑ
　
森
林
環
境
譲
与
税
積
立
金
、
１
８

０
０
万
円
増
の
基
準
は
。（
斎
藤
）

Ａ
　
令
和
５
年
度
か
ら
令
和
６
年
度
は
、

私
有
林
、
人
工
林
面
積
が
　
％
か
ら
　

５０

５５

％
に
、
林
業
就
業
人
口
割
合
が
　
％
の

２０

ま
ま
、
市
町
村
の
人
口
割
合
が
　
％
か

３０

ら
　
％
に
変
更
、
ま
た
、
国
か
ら
の
割

２５
合
も
市
町
村
は
　
％
か
ら
　
％
に
、
都

８８

９０

道
府
県
は
　
％
か
ら
　
％
に
変
更
と

１２

１０

な
っ
た
こ
と
で
市
町
村
の
割
合
が
高
く

な
っ
た
。
町
有
林
に
つ
い
て
は
、
国
の

補
助
を
活
用
し
て
い
る
。（
課
長
）

豊
か
な
森
づ
く
り
推
進
事
業

Ｑ
　
木
や
森
を
育
て
る
仕
事
は
と
て
も

大
切
で
あ
る
。
学
校
の
授
業
と
し
て
取

り
組
め
な
い
か
。（
赤
井
）

Ａ
　
木
育
は
大
切
だ
と
思
う
。
前
向
き

に
進
め
て
い
き
た
い
。（
町
長
）

　
 水
　
産
　
費

サ
ー
モ
ン
養
殖
付
加
価
値
向
上
推
進
事

業Ｑ
　
養
殖
試
験
が
終
わ
っ
た
が
、
サ
ー

モ
ン
養
殖
部
会
の
今
後
の
取
り
組
み
は
。

（
斎
藤
）

Ａ
　
令
和
６
年
春
の
水
揚
げ
ま
で
に
会

社
を
設
立
す
る
こ
と
で
進
ん
で
い
る
。

販
売
に
つ
い
て
は
ひ
や
ま
漁
協
が
主
体

と
な
り
販
路
の
開
拓
を
し
て
い
く
。

（
課
長
）

Ｑ
　
町
の
支
援
が
な
け
れ
ば
先
細
り
に

な
っ
て
い
く
と
思
わ
れ
る
が
、
合
同
会

社
を
作
っ
て
い
く
と
い
う
こ
と
で
期
待

し
て
い
る
。
今
後
も
し
っ
か
り
と
支
援

し
て
ほ
し
い
。（
斎
藤
）

Ａ
　
今
後
は
漁
業
者
の
確
保
が
大
切
で

あ
り
、
漁
協
と
連
携
し
、
漁
業
者
の
育

成
に
努
め
て
い
き
た
い
。（
課
長
）

サ
ー
モ
ン
種
苗
生
産
施
設
整
備
事
業

Ｑ
　
水
利
権
を
得
る
た
め
に
予
備
設
計

だ
け
で
は
な
く
実
施
設
計
が
必
要
な
の

か
。（
赤
井
）

Ａ
　
そ
の
川
か
ら
必
要
な
水
を
利
用
し

て
も
他
に
影
響
が
な
い
こ
と
を
申
請
側

が
証
明
す
る
た
め
に
必
要
。（
室
長
）

Ｑ
　
実
施
設
計
、
約
６
４
０
０
万
円
の

内
容
は
。（
赤
井
）

Ａ
　
こ
れ
か
ら
道
と
協
議
を
し
て
進
め

る
が
、
水
量
を
増
や
す
こ
と
を
前
提
に
、

取
水
口
部
分
の
設
計
、
養
殖
育
成
水
槽

ま
で
の
導
水
管
路
の
設
計
や
導
水
管
な

ど
が
沈
下
し
な
い
か
確
認
す
る
た
め
の

土
質
調
査
、
サ
ー
モ
ン
種
苗
を
育
成
す

る
養
魚
水
槽
の
設
計
、
排
水
溝
部
分
の

設
計
、
機
械
電
気
設
備
な
ど
の
付
帯
設

備
の
実
施
設
計
に
な
っ
て
い
る
。（
室
長
）

Ｑ
　
水
利
権
申
請
の
た
め
に
必
要
と
い

う
こ
と
だ
が
、
水
利
権
が
取
れ
な
か
っ

た
場
合
で
も
、
こ
の
設
計
で
進
め
て
い

く
の
か
。（
赤
井
）

Ａ
　
北
海
道
の
見
解
で
は
、
実
施
設
計

を
進
め
る
と
い
う
こ
と
は
、
水
利
権
の

許
可
が
下
り
る
こ
と
を
前
提
と
し
て
い

る
と
の
こ
と
で
、
町
と
し
て
も
そ
の
よ

う
な
見
解
で
進
め
て
い
る
。（
町
長
）

Ｑ
　
こ
れ
だ
け
の
水
が
な
け
れ
ば
目
標

の
種
苗
が
育
て
ら
れ
な
い
の
か
。
町
長

やくもにじいろマップ

有
言
実
行
！
（
赤
井
）
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は
以
前
、
儲
か
ら
な
か
っ
た
ら
や
め
る

と
い
う
発
言
を
し
て
い
た
が
、
そ
の
辺

の
判
断
に
つ
い
て
ど
う
考
え
る
の
か
。

（
赤
井
）

Ａ
　
酸
素
を
十
分
に
使
っ
て
少
な
い
水

で
育
て
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
が
、
経

費
が
か
か
る
。
水
が
あ
る
と
維
持
費
は

か
か
ら
な
い
。
今
後
、
北
海
道
や
関
係

機
関
と
話
し
合
い
な
が
ら
実
施
設
計
の

金
額
に
つ
い
て
も
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　
サ
ー
モ
ン
養
殖
は
北
海
道
の
中
で
広

が
っ
て
い
く
と
考
え
た
場
合
、
幼
魚
を

生
産
し
て
も
商
売
に
な
り
得
る
し
、
熊

石
地
域
の
産
業
の
活
性
化
、
ま
た
新
し

い
産
業
の
創
出
か
ら
い
っ
て
も
で
き
る

も
の
と
考
え
て
い
る
。（
町
長
）

Ｑ
　
多
額
の
費
用
を
か
け
て
い
る
の
だ

か
ら
、
熊
石
地
域
に
と
っ
て
持
続
可
能

な
取
り
組
み
に
な
る
よ
う
真
剣
に
取
り

組
ん
で
ほ
し
い
。（
赤
井
）

Ａ
　
な
る
べ
く
経
費
を
か
け
な
い
よ
う

に
進
め
る
が
、
都
市
部
で
の
サ
ー
モ
ン

の
評
判
は
良
く
、
ふ
る
さ
と
納
税
に
も

つ
な
が
っ
て
い
る
利
点
も
あ
る
。（
町
長
）

痩
せ
ウ
ニ
実
入
り
向
上
試
験
事
業

Ｑ
　
事
業
期
間
と
そ
の
後
の
方
向
性
は
。

（
赤
井
）

Ａ
　
藻
場
造
成
の
た
め
に
駆
除
し
て
い

る
ウ
ニ
に
餌
を
や
り
商
品
化
す
る
研
究

を
令
和
３
年
～
令
和
７
年
ま
で
北
大
と

共
同
で
行
っ
て
い
る
。
今
後
に
つ
い
て

は
漁
協
と
も
相
談
し
な
が
ら
、
増
や
し

て
い
き
た
い
。（
課
長
）

　
 土
　
木
　
費

空
家
等
対
策
事
業

Ｑ
　
移
住
し
て
き
た
人
が
空
家
を
活
用

し
た
時
に
出
る
補
助
な
の
か
。（
赤
井
）

Ａ
　
空
家
を
買
っ
て
改
修
し
た
場
合
に

１
件
１
０
０
万
円
を
３
件
分
予
定
し
て

い
る
。
移
住
者
の
ほ
か
町
民
で
も
活
用

で
き
る
。（
課
長
）

Ｑ
　
壊
す
予
定
の
町
営
住
宅
を
町
民
に

販
売
す
る
こ
と
は
考
え
て
い
る
か
。

（
三
澤
）

Ａ
　
現
在
、
売
り
払
い
は
考
え
て
い
な

い
が
、
今
後
は
検
討
し
て
い
き
た
い
。

（
課
長
）

Ｑ
　
空
家
の
取
り
壊
し
補
助
は
今
後
も

継
続
で
き
な
い
か
。
ま
た
、
改
修
が
難

し
い
建
物
に
対
し
て
の
解
体
補
助
も
考

え
て
ほ
し
い
。（
横
田
）

Ａ
　
解
体
に
重
点
を
置
か
ず
、
移
住
定

住
を
考
え
る
と
改
修
も
必
要
。
今
後
、

解
体
と
改
修
の
バ
ラ
ン
ス
を
考
え
な
が

ら
対
応
し
て
い
く
。（
町
長
）

　
 教
　
育
　
費

Ｑ
　
昨
年
度
の
い
じ
め
報
告
は
何
件
で

あ
っ
た
か
。
ま
た
、
そ
の
認
知
方
法
は
。

（
三
澤
）

Ａ
　
小
中
合
わ
せ
て
　
件
。
認
知
の
方

３０

法
は
定
期
的
に
行
う
い
じ
め
調
査
の
ア

ン
ケ
ー
ト
に
よ
る
把
握
、
子
ど
も
た
ち

の
様
子
を
見
な
が
ら
職
員
間
の
意
見
交

換
に
よ
る
把
握
、
担
任
の
目
か
ら
見
た

状
況
の
把
握
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
他
、

保
護
者
や
地
域
か
ら
の
訴
え
、
ま
た
本

人
か
ら
の
訴
え
に
よ
り
把
握
し
て
い
る
。

（
参
事
）

Ｑ
　
不
登
校
や
い
じ
め
に
対
応
す
る
職

員
を
配
置
す
る
考
え
は
な
い
の
か
。

（
三
澤
）

Ａ
　
八
雲
町
で
は
、
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
と
の
連
携
や
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ

ラ
ー
の
力
を
借
り
な
が
ら
、
組
織
的
に

対
応
し
て
い
る
。（
教
育
長
）

　
 病
院
事
業
会
計

Ｑ
　
医
師
確
保
に
つ
い
て
、
も
っ
と

違
っ
た
ア
プ
ロ
ー
チ
の
仕
方
も
必
要
で

は
な
い
か
。（
関
口
）

Ａ
　
医
師
確
保
に
関
し
て
は
十
分
な
成

果
は
得
ら
れ
て
い
な
い
。
コ
ン
サ
ル
タ

ン
ト
か
ら
は
住
宅
環
境
や
勤
務
環
境
に

は
魅
力
を
感
じ
る
と
評
価
さ
れ
て
い
る

が
、
八
雲
町
そ
の
も
の
が
全
国
的
に
知

ら
れ
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
工
夫
し
な
が
ら
総

合
病
院
の
良
さ
を
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
き

た
い
。（
事
務
長
）
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Ｑ
　
将
来
の
病
院
経
営
を
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
る
か
。（
関
口
）

Ａ
　
国
は
人
口
減
少
に
合
わ
せ
て
医
師

を
減
ら
す
方
向
で
考
え
て
い
る
た
め
、

地
方
病
院
の
医
師
確
保
は
難
し
く
な
っ

て
い
る
。
人
口
が
減
っ
て
も
病
院
は

守
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
た
め
、
経
営

改
革
を
進
め
な
が
ら
、
国
や
北
海
道
に

強
く
要
請
し
て
い
く
。（
町
長
）

Ｑ
　
働
き
方
改
革
で
、
病
院
は
今
後
ど

の
よ
う
に
変
わ
っ
て
い
く
の
か
。
ま
た
、

病
院
の
人
件
費
比
率
は
。（
斎
藤
）

Ａ
　
即
時
に
診
察
を
必
要
と
し
な
い
患

者
の
受
診
（
コ
ン
ビ
ニ
受
診
）
を
減
ら

し
て
い
く
よ
う
な
対
応
も
考
え
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
時
代
に
な
っ
て
い

る
。
ま
た
、
医
療
Ｄ
Ｘ
に
よ
る
デ
ー
タ

の
活
用
や
勤
怠
管
理
シ
ス
テ
ム
の
導
入

な
ど
に
よ
り
、
看
護
師
や
事
務
職
員
の

負
担
軽
減
を
図
り
、
働
き
方
改
革
に
対

応
し
て
い
き
た
い
。

　
人
件
費
比
率
は
、
令
和
５
年
度
に
お

い
て
、
総
合
病
院
で
は
　
％
の
見
込
み
、

９０

国
保
病
院
で
は
　
％
を
超
え
る
見
込
み

８０

と
な
っ
て
い
る
。（
事
務
長
）

Ｑ
　
待
ち
時
間
の
短
縮
や
オ
ン
ラ
イ
ン

診
療
、
待
ち
時
間
中
の
相
談
コ
ー
ナ
ー

な
ど
の
設
置
、
電
話
に
よ
る
相
談
は
可

能
か
。（
赤
井
）

Ａ
　
夜
間
の
電
話
に
よ
る
相
談
は
現
在

も
や
っ
て
い
る
。
待
ち
時
間
の
短
縮
、

利
便
性
の
向
上
に
つ
い
て
は
対
応
を
考

え
て
い
き
た
い
。（
事
務
長
）

Ｑ
　
総
合
病
院
を
受
診
し
た
際
に
、
ポ

イ
ン
ト
を
付
与
す
る
制
度
は
で
き
な
い

か
。（
三
澤
）

Ａ
　
病
院
を
受
診
し
た
こ
と
に
よ
り
何

ら
か
の
ポ
イ
ン
ト
が
た
ま
る
こ
と
で
住

民
の
皆
さ
ん
に
利
益
が
還
元
で
き
る
よ

う
な
仕
組
み
は
関
係
部
署
と
も
い
ろ
い

ろ
協
議
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
研

究
し
て
み
た
い
。（
町
長
）

　
予
算
審
査
報
告
書
　
付
帯
意
見
（
要
旨
）　

①
新
役
場
庁
舎
整
備
事
業
に
つ
い
て
は
、
昨
年
６
月
に
住
民
説
明
会
を
開
催
し
、

す
で
に
実
施
設
計
に
着
手
し
て
い
る
が
、
町
民
か
ら
は
、
庁
舎
の
デ
ザ
イ
ン
に

対
し
て
、
い
ま
だ
に
反
対
す
る
声
が
議
会
に
届
い
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
審

査
に
お
い
て
、
再
度
の
住
民
説
明
会
開
催
の
必
要
性
に
つ
い
て
意
見
を
交
わ
し

た
が
、
町
と
し
て
は
開
催
す
る
考
え
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。

　
こ
の
事
業
は
、
八
雲
町
に
と
っ
て
は
重
要
か
つ
大
規
模
事
業
で
あ
る
か
ら
こ

そ
、
町
民
の
声
を
真
摯
に
受
け
止
め
、
進
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
再
度
の
住
民
説
明
会
を
開
催
し
、
町
民
の
声
を
聴
い
た
う
え
で
、

そ
の
こ
と
を
充
分
反
映
し
進
め
て
い
た
だ
き
た
く
、
強
く
要
請
す
る
。

②
サ
ー
モ
ン
種
苗
生
産
施
設
整
備
事
業
に
つ
い
て
は
、
令
和
６
年
度
予
算
に
お

い
て
６
４
６
３
万
６
千
円
の
実
施
設
計
業
務
委
託
料
が
提
案
さ
れ
た
が
、
そ
の

根
拠
と
な
る
で
あ
ろ
う
予
備
設
計
の
報
告
が
事
前
に
な
か
っ
た
。

　
ま
た
、
熊
石
漁
港
ふ
れ
あ
い
広
場
整
備
事
業
に
お
い
て
は
、
総
務
経
済
常
任

委
員
会
へ
の
報
告
が
２
月
に
行
わ
れ
て
お
り
、
令
和
６
年
度
予
算
に
向
け
た
意

見
反
映
が
で
き
な
い
時
期
で
の
報
告
で
あ
っ
た
。

　
令
和
６
年
度
予
算
に
関
す
る
常
任
委
員
会
へ
の
報
告
は
、
議
会
と
し
て
も
意

見
反
映
で
き
る
よ
う
昨
年
９
月
に
お
願
い
し
て
い
た
が
、
本
特
別
委
員
会
で
の

充
分
な
審
査
を
行
う
に
あ
た
り
、
今
後
に
お
い
て
は
、
事
前
の
委
員
会
へ
の
報

告
に
つ
い
て
、
切
に
望
む
も
の
で
あ
る
。
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令和５年度一般会計補正予算

５億5,501万5千円追加
（補正後の総額 213億9,327万7千円）

第１回定例会は３月７日から３月15日まで開かれました。
令和６年度一般会計予算、令和６年度各特別会計予算、条例改正、財産処分、補正予算等

議案39件、報告２件、諮問１件について審議いたしました。
そのなかで追加提出された令和６年度一般会補正予算において、議員内において審議が
不十分だと主張する議件が含まれており、反対８、賛成４をもって否決となりました。

そのほかの議案等は賛成多数により可決されました。

第１回定例会

張する議件が含まれており、反対８、賛成４をもって否決と
そのほかの議案等は賛成多数により可決されました。

補正の主な内容
小学校空調設備整備事業　　　1億6,844万円

中学校空調設備整備事業　　　3,755万8千円

350万円

中学校空調設備整備事業　　　3,755万8千円

令和６年度補正予算(鉛川観光施設関連）
についての経過と今後の展望

　第１回定例会で追加提出された令和６年度一般会計補正予算において、歳入で建物貸付収入120万円が
含まれていました。これは鉛川レクリエーションセンターの令和６年度の年間賃貸借契約料ですが、この
契約は本来であれば令和５年度末（６年３月31日）をもって契約期限を迎えるものでした。本件について
は、町と貸付相手において施設改修及び譲渡についての協議が続けられている状況下であり、改修が行わ
れていない現状での譲渡は難しいと判断した町が、貸付期間を延長して貸付相手と協議を続けることを前
提とした予算上程でした。
　本会議では、継続協議中の案件のため、審議が十分尽くされていないこともあり、採決の結果、反対８
人、賛成４人（欠席１人）で否決されました。

　その後、改めて全員協議会において町側から契約期間延長の説明を受け、議員間協議を行い、３月26日
開会の第２回臨時会において、前回と同様の補正予算上程でしたが、賛成７人、反対６人の結果をもって、
令和６年度一般会計補正予算は可決されました。またこの可決をもって、町と貸付相手との鉛川レクリ
エーションセンター定期賃貸借契約の期間についても、令和６年度末まで１年間の延長が認められること
となりました。
　この可決にあたっては、賃貸借物件である鉛川レクリエーションセンターを含め鉛川観光施設へと供給
されている、水・温泉（水道施設・水道浄水設備・温泉供給設備　※全て町有施設）供給施設の譲渡につ
いても、今後１年間延長された契約期間内で、「早期に譲渡できるよう相手方と前向きに協議をしていく」
と、審議のなかで町側の考えを確認されたことが大きな要因でした。
　
　水・温泉の供給施設については、契約相手側より水道料・温泉分湯料の納入はされているものの、毎年
度、維持・管理に多額の費用を費やしてきており、施設の老朽化が進むなか、維持・管理費用はさらに増
加していくことが予測されています。
　行財政改革の観点からも、民営化を行い、より効果的・効率的な運営を進めることが、永きにわたり望
まれてきたところです。出来るだけ早期に、水・温泉供給施設を相手方との間で円滑に譲渡することこそ
が、一連の鉛川観光施設関連の議論における最大の目的であります。
　当然のことながら町有施設（町有財産）の譲渡であることから、議会としても「町民に理解を得られる
形での円満な決着」を、導き出していかなければならないと考えます。



令和6年第1回定例会 一 般 質 問

〔 １０ 〕令和6年5月号

一般質問とは？

　町の仕事の全てを問いただし、自由

な意見を述べ、それについて町の公式

見解を引き出すことのできる機会。

　華やかであるが「力量」が問われる。

※質問した議員本人が原稿を書いています。

定
に
準
じ
て
「
八
雲
町
会
計
年
度
任
用

職
員
の
給
与
及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る

規
則
」
を
改
正
し
て
い
る
が
、
会
計
年

度
任
用
職
員
の
給
料
表
の
改
定
に
つ
い

て
は
、「
八
雲
町
会
計
年
度
任
用
職
員
の

給
与
及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る
規
則
」

第
３
条
第
２
項
の
規
定
に
よ
り
、
翌
年

度
か
ら
改
定
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

 問
 
　
同
様
に
扱
う
と
い
う
通
達
、
通

告
、
通
知
と
い
う
も
の
が
出
て
い
る
。

八
雲
町
の
会
計
年
度
任
用
職
員
の
規
則

も
改
定
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
思
う
が
、
考
え
を
伺
う
。

 総
務
課
長
 

労
使
の
協
議
も
必
要

で
あ
る
と
思
う
の
で
、
組
合
と
の
協
議

も
考
え
て
い
る
。

 横  田  喜  世  志  議員
よこ た き よ し 問

 
　
令
和
５
年
８
月
７
日
、
人
事
院

は
俸
給
表
改
定
と
一
時
金
引
き
上
げ
を

勧
告
し
た
。
若
年
層
だ
け
で
は
な
く
、

再
任
用
職
員
も
含
む
す
べ
て
の
職
員
に

及
ぶ
俸
給
引
き
上
げ
、
期
末
・
勤
勉
手

当
も
引
き
上
げ
る
勧
告
と
な
っ
た
。

　
八
雲
町
は
令
和
５
年
　
月
議
会
で
、

１２

一
般
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一

部
改
正
を
可
決
し
て
い
た
が
、
会
計
年

度
任
用
職
員
も
同
様
の
扱
い
と
な
っ
て

い
る
の
か
。

 町
長
 

人
事
院
勧
告
に
則
り
「
八
雲

町
一
般
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
」

を
改
正
し
、
正
規
職
員
の
給
料
表
の
改

Ｑ
 会
計
年
度
任
用
職
員
の
給
与
等
に
つ
い
て

議会を傍聴してみませんか
次の議会は、

令和６年第２回定例会
６月５日（水）午前10時から

開会の予定です。
お気軽に足を運んでみてください。
YouTubeで映像配信もします

議会これからの予定
《５月》　　　１３日　第３回臨時会
　　　　　　　　　　総務経済常任委員会
　　　　　　　１６日　文教厚生常任委員会　
　　　　　　　３１日　議会運営委員会
《６月》５日～７日　第２回定例会
　　　　　　　　　　全員協議会
　　　　　　　　　　広報広聴常任委員会
　　　　　　　　　　議会運営委員会
　　　　　　　１３日　総務経済常任委員会
　　　　　　　２０日　文教厚生常任委員会

会
計
年
度
任
用
職
員

　
地
方
公
務
員
法
の
改
正
に
伴
い
、
令
和
２

年
度
か
ら
導
入
さ
れ
た
非
常
勤
職
員
の
制
度
。

従
来
の
臨
時
職
員
や
嘱
託
職
員
に
代
わ
る
も

の
。
会
計
年
度
内
で
の
任
用
と
な
る
。



町政を問う

〔 １１ 〕 令和6年5月号

 赤  井 　 睦  美  議員
あか い むつ み 問

 
　
２
０
２
４
年
は
、
能
登
半
島
の

大
地
震
と
い
う
衝
撃
的
な
年
明
け
と
な

り
、
今
な
お
過
酷
な
避
難
生
活
を
強
い

ら
れ
て
い
る
方
が
大
勢
い
て
、
関
連
死

も
増
え
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
危
機

感
を
募
ら
せ
る
声
も
あ
る
。
冬
の
災
害

関
連
死
へ
の
対
策
と
し
て
、
Ｔ
＝
ト
イ

レ
、
Ｋ
＝
キ
ッ
チ
ン
、
Ｂ
＝
ベ
ッ
ド
、

Ｗ
＝
ウ
ォ
ー
ム
（
暖
房
）
が
キ
ー
ワ
ー

ド
と
言
わ
れ
て
い
る
の
で
、
是
非
、
八

雲
町
で
「
ト
イ
レ
ト
レ
ー
ラ
ー
」「
キ
ッ

チ
ン
カ
ー
」「
ワ
ン
タ
ッ
チ
簡
易
ベ
ッ

ド
」
を
導
入
す
べ
き
で
は
な
い
か
。
ト

イ
レ
ト
レ
ー
ラ
ー
の
導
入
に
は
、「
災

害
派
遣
ト
イ
レ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
に
参

加
し
、
国
の
緊
急
減
災
・
防
災
事
業
費

を
利
用
す
れ
ば
７
割
の
軽
減
負
担
が
で

き
、
残
り
は
ふ
る
さ
と
納
税
型
ク
ラ
ウ

ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
の
活
用
で
、
自
治

体
負
担
は
ほ
ぼ
ゼ
ロ
．
更
に
今
、
日
本

版
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
が
検
討
さ
れ
て
い
る

の
で
、
情
報
収
集
を
し
っ
か
り
行
い
、

段
ボ
ー
ル
ベ
ッ
ド
と
共
に
、
収
納
場
所

を
取
ら
ず
ゴ
ミ
に
も
な
ら
ず
、
何
度
で

も
使
え
る
簡
易
ベ
ッ
ド
の
導
入
、
さ
ら

に
、
同
規
模
自
治
体
と
の
連
携
協
定
も

必
要
で
は
な
い
か
。

 町
長
 

４
月
か
ら
危
機
対
策
課
を
設

置
し
、
様
々
な
災
害
へ
の
対
応
を
考
え

て
い
く
。
新
庁
舎
の
敷
地
内
に
防
災
公

園
を
置
き
、
そ
こ
に
ト
イ
レ
ト
レ
ー

ラ
ー
や
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
を
配
置
し
、
普

段
も
活
用
し
な
が
ら
災
害
時
に
は
う
ま

く
活
用
で
き
る
よ
う
に
、
十
分
検
討
し

て
い
く
。
小
牧
市
と
は
連
携
し
て
い
る

が
、
渡
島
・
檜
山
の
町
村
会
と
も
連
携

し
、
災
害
訓
練
も
含
め
、
災
害
対
策
に

力
を
入
れ
て
い
き
た
い
。

 問
 
　
八
雲
町
は
、
２
０
１
６
年
か
ら

産
業
人
材
確
保
・
育
成
事
業
を
計
画
し

て
取
り
組
み
、
そ
の
総
括
も
あ
や
ふ
や

な
ま
ま
に
、
２
０
２
０
年
に
産
業
に
携

わ
る
人
材
を
自
治
体
、
商
工
業
界
が
一

丸
と
な
っ
て
育
て
る
目
的
で
「
木
蓮
」

を
設
立
。
更
に
今
、
熊
石
地
域
の
「
す

ま
ぃ
る
」
を
購
入
し
、
そ
こ
を
拠
点
に

関
係
人
口
の
拡
大
を
図
る
べ
く
、
若
者

の
力
を
投
入
し
よ
う
と
し
て
い
る
が
、

ど
ち
ら
も
会
員
は
仕
事
を
も
っ
て
い
て
、

副
業
的
な
関
わ
り
し
か
で
き
な
い
状
況
。

そ
の
よ
う
な
や
り
方
で
、
持
続
可
能
な

取
り
組
み
を
展
開
す
る
こ
と
が
で
き
る

の
か
。

Ｑ
 み
ん
な
で
防
ご
う
災
害
関
連
死
！

Ｑ
　八
雲
町
が
目
指
す

人
材
育
成
と
は
？

①
２
０
１
６
年
か
ら
の
産
業
人
材
確

保
・
育
成
事
業
の
取
り
組
み
を
ど
う
総

括
し
て
い
る
の
か
。

②
人
材
育
成
の
持
続
可
能
な
取
り
組
み

を
ど
の
よ
う
に
展
開
し
て
い
く
の
か
。

③
八
雲
町
が
目
指
す
人
材
育
成
と
は
何

か
。

 町
長
 

人
材
育
成
・
確
保
事
業
の
成

果
と
し
て
、
酪
農
業
で
は
研
修
牧
場
の

設
立
、
商
工
業
に
お
い
て
は
「
ま
ち
づ

く
り
会
社
」
の
設
立
に
繋
が
っ
た
が
、

す
べ
て
の
課
題
解
決
に
は
至
ら
な
か
っ

た
。

　
持
続
可
能
な
取
り
組
み
に
す
る
た
め

に
も
人
材
確
保
は
急
務
。
各
分
野
の
状

況
に
合
わ
せ
、
効
果
的
な
施
策
を
研
究

し
展
開
し
て
い
く
。
庁
舎
内
の
機
構
改

革
も
、
新
庁
舎
に
な
っ
て
か
ら
と
考
え

て
い
た
が
、
各
課
の
連
携
等
を
考
え
る

と
そ
れ
で
は
間
に
合
わ
ず
、
今
か
ら

や
っ
て
み
よ
う
と
考
え
て
い
る
。

　
人
材
育
成
は
永
遠
の
課
題
で
あ
る
が
、

民
間
の
力
も
活
用
し
な
が
ら
、
若
い
人

が
で
き
る
だ
け
永
く
勤
め
、
ス
キ
ル

ア
ッ
プ
も
大
切
だ
が
、
そ
れ
以
上
に
メ

ン
タ
ル
が
崩
れ
な
い
よ
う
気
を
付
け
な

が
ら
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

災害トイレトレーラー



令和6年第1回定例会 一 般 質 問

〔 １２ 〕令和6年5月号

要
請
す
る
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
が

な
い
の
は
、
想
定
外
の
避
難
者
へ
の
対

応
に
支
障
が
生
じ
る
懸
念
が
あ
る
た
め
。

福
祉
避
難
所
の
必
要
性
に
つ
い
て
は
十

分
に
認
識
し
て
い
る
。

②
国
か
ら
の
緊
急
情
報
な
ど
防
災
情
報

が
自
動
的
に
大
音
量
で
流
れ
る
防
災
ラ

ジ
オ
は
北
斗
市
が
　
歳
以
上
の
高
齢
者

７５

に
無
償
貸
与
し
て
い
る
。
防
災
ラ
ジ
オ

は
設
置
工
事
の
必
要
が
な
く
、
費
用
面

で
も
優
れ
て
い
る
が
、
地
域
の
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
放
送
の
電
波
を
使
用
し
、
運
用

し
て
い
る
よ
う
な
の
で
、
当
町
に
確
実

に
情
報
伝
達
で
き
る
電
波
が
あ
る
の
か

調
査
が
必
要
。

③
大
規
模
災
害
に
よ
っ
て
道
路
が
寸
断

さ
れ
、
避
難
所
に
発
電
機
が
搬
送
で
き

な
い
場
合
を
想
定
し
、
あ
ら
か
じ
め
備

蓄
し
て
お
く
こ
と
は
有
効
だ
。
機
能
や

費
用
な
ど
に
つ
い
て
調
査
し
つ
つ
、
町

内
会
等
と
も
運
用
面
で
の
協
議
が
必
要

と
考
え
る
。

Ｑ
 災
害
に
備
え
る
に
は

 問
 
　
１
月
１
日
の
能
登
半
島
地
震
は
、

い
つ
、
ど
こ
で
起
き
る
か
わ
か
ら
な
い

災
害
を
想
定
さ
せ
た
。
以
下
伺
う
。

①
福
祉
避
難
所
の
指
定
は
。

②
防
災
ラ
ジ
オ
の
貸
与
は
。

③
地
域
会
館
に
発
電
機
を
。

 町
長
 

①
福
祉
避
難
所
は
災
害
発
生

時
に
一
般
の
避
難
所
で
は
生
活
が
難
し

く
何
ら
か
の
特
別
な
配
慮
を
必
要
と
す

る
方
を
受
け
入
れ
る
た
め
の
施
設
で
、

当
町
で
は
平
成
　
年
度
に
町
内
の
特
別

３０

養
護
老
人
ホ
ー
ム
２
施
設
と
協
定
を
締

結
し
て
い
る
。
災
害
時
に
必
要
と
判
断

し
た
場
合
、
町
が
当
該
施
設
に
開
設
を

 問
 
　
要
配
慮
者
に
は
妊
産
婦
や
乳
幼

児
等
も
含
ま
れ
る
。
専
用
の
避
難
場
所

と
し
て
町
内
の
宿
泊
施
設
等
と
協
定
を

結
び
、
福
祉
避
難
所
と
し
て
指
定
す
る

考
え
は
な
い
か
。

 町
長
 

大
変
良
い
考
え
だ
と
思
う
。

ホ
テ
ル
や
旅
館
等
を
含
め
て
話
し
合
い

な
が
ら
協
定
を
結
ぶ
こ
と
は
大
切
だ
。

 問
 
　
災
害
時
に
備
え
る
戸
別
受
信
機

や
ス
マ
ホ
採
用
が
進
ま
な
い
状
態
の
中
、

防
災
ラ
ジ
オ
を
ぜ
ひ
考
え
て
い
た
だ
き

た
い
が
、
ど
う
か
。

 町
長
 

ラ
ジ
オ
よ
り
も
目
で
も
確
認

で
き
る
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
考
え
て
い
る
。

８
千
世
帯
ほ
ど
に
全
戸
配
布
し
た
場
合

の
見
積
も
り
を
出
し
て
い
る
。
な
る
べ

く
早
め
に
議
会
と
も
相
談
し
た
い
。

  問
 
　
昨
年
８
月
、「
補
聴
器
購
入
助

成
を
求
め
る
実
行
委
員
会
」
か
ら
、
８

２
１
筆
の
署
名
と
要
望
書
が
町
長
に
届

け
ら
れ
た
。
町
長
も
真
摯
に
受
け
止
め
、

文
教
厚
生
常
任
委
員
会
に
対
し
、
事
業

案
の
報
告
が
あ
っ
た
。
し
か
し
、
各
委

員
か
ら
対
象
年
齢
や
助
成
回
数
を
見
直

す
よ
う
求
め
る
意
見
、
事
業
実
施
を
疑

問
視
す
る
意
見
な
ど
が
出
さ
れ
、
町
は

再
度
、
検
討
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ

の
後
の
状
況
を
伺
う
。

 町
長
 

　
歳
以
上
の
中
等
度
難
聴
で

６５

町
民
税
非
課
税
世
帯
の
方
、
３
万
円
を

上
限
と
し
て
購
入
費
用
の
２
分
の
１
を

補
助
、
助
成
回
数
は
一
人
一
回
と
す
る

こ
と
な
ど
事
業
の
検
討
案
を
昨
年
　
月
１０

の
文
教
厚
生
常
任
委
員
会
に
お
い
て
報

告
し
た
。
各
委
員
か
ら
内
容
に
つ
い
て

様
々
な
意
見
が
出
さ
れ
、
必
要
性
を
疑

問
視
す
る
反
対
意
見
も
出
さ
れ
た
。

　
検
討
状
況
は
、
実
際
の
購
入
費
用
や

買
い
替
え
の
頻
度
な
ど
実
態
を
把
握
す

る
こ
と
と
し
、
販
売
業
者
へ
の
調
査
を

行
う
予
定
。
一
旦
、
立
ち
止
ま
り
、
目

的
の
明
確
化
と
事
業
の
効
果
を
見
込
め

る
か
な
ど
改
め
て
検
討
し
た
い
と
考
え

て
い
る
。

Ｑ
　補
聴
器
助
成
、
推
進
を

 佐  藤 　 智  子  議員
さ とう とも こ

「
補
聴
器
の
使
用
は
認
知
症
の
リ

ス
ク
を
下
げ
る
」
と
い
う
論
文
も

あ
り
ま
す
よ
。（
三
澤
）



町政を問う

〔 １３ 〕 令和6年5月号

 三  澤 　 公  雄  議員
み さわ きみ お 問

 
　
①
災
害
時
に
は
、
役
場
職
員
だ

け
で
は
マ
ン
パ
ワ
ー
が
足
り
な
い
。
事

前
に
応
援
し
て
く
れ
る
町
民
有
志
を
募

り
、
得
意
分
野
ご
と
に
登
録
を
し
て
お

く
と
い
う
の
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。
町
外

か
ら
の
応
援
隊
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
の

受
け
入
れ
体
制
は
整
っ
て
い
る
か
。
ま

た
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
受
け
入
れ
て
救

援
作
業
等
を
し
て
く
れ
た
方
に
、
何
が

し
か
の
「
謝
礼
」（
自
費
負
担
分
な
ど
）
が

で
き
る
条
例
な
ど
の
整
備
も
必
要
で
は

な
い
か
。

②
被
災
さ
れ
た
住
民
か
ら
被
災
や
付
近

の
災
害
情
報
が
受
け
取
れ
る
よ
う
な
Ｌ

Ｉ
Ｎ
Ｅ
の
活
用
は
で
き
な
い
か
。
住
民

の
安
否
確
認
や
自
宅
避
難
を
選
ん
だ

方
々
の
把
握
に
も
役
立
つ
の
で
は
な
い

か
。

③
避
難
生
活
で
の
「
寒
さ
」
へ
の
備
え

と
し
て
「
温
か
い
食
事
の
提
供
」
や

「
身
体
が
芯
か
ら
温
ま
る
入
浴
」「
寒
い

ト
イ
レ
に
は
行
き
た
く
な
い
・
・
・
」

に
も
対
応
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

④
家
具
倒
壊
に
関
し
て
、
各
世
帯
の
家

具
・
家
財
の
固
定
状
況
を
高
齢
者
の
い

る
世
帯
だ
け
で
も
把
握
す
る
べ
き
で
は
。

⑤
新
庁
舎
に
は
議
会
か
ら
も
提
言
し
て
、

非
常
時
の
「
マ
ン
ホ
ー
ル
ト
イ
レ
」
で

対
応
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
が
、
下

水
道
に
頼
れ
な
い
状
態
も
考
え
な
く
て

は
な
ら
な
い
こ
と
か
ら
、
合
併
浄
化
槽

な
ど
を
検
討
し
、
上
下
水
道
、
共
に
外

部
か
ら
独
立
し
て
成
り
立
つ
方
法
を
検

討
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

 町
長
 

①
建
設
協
会
と
災
害
時
協
定

は
結
ん
で
い
る
が
、
訓
練
は
し
て
い
な

い
。

Ｑ
 災
害
の
備
え
は
大
丈
夫
か
？

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
受
け
入
れ
は
社
会
福

祉
協
議
会
な
ど
と
の
連
携
も
必
要
と
考

え
る
。
４
月
か
ら
新
設
さ
れ
る
危
機
対

策
課
で
新
し
い
視
点
に
対
応
し
た
協
議

を
進
め
た
い
。

②
自
宅
避
難
さ
れ
た
方
々
の
情
報
把
握

は
課
題
で
あ
る
。
全
戸
に
タ
ブ
レ
ッ
ト

を
配
り
、
普
段
で
も
交
互
に
情
報
交
換

が
で
き
る
よ
う
に
と
考
え
て
い
る
。

③
温
か
い
食
事
や
ト
イ
レ
、
お
風
呂
も

「
自
衛
隊
に
頼
れ
る
」
と
考
え
て
い
る
。

赤
井
議
員
の
質
問
で
も
答
え
た
が
、

キ
ッ
チ
ン
カ
ー
や
ト
イ
レ
ト
レ
ー
ラ
ー

は
購
入
を
検
討
し
た
い
。
移
動
入
浴
車

も
検
討
し
て
み
る
が
、
新
庁
舎
敷
地
内

の
別
な
建
物
に
災
害
時
に
も
使
え
る
入

浴
施
設
と
い
う
の
も
研
究
し
た
い
。

④
家
具
・
家
財
の
固
定
状
況
に
つ
い
て

は
、
今
は
把
握
し
て
い
な
い
。

⑤
新
庁
舎
を
浄
化
槽
で
対
応
し
た
い
と

思
っ
て
い
た
。
今
は
災
害
時
の
ト
イ
レ

も
敷
地
内
の
別
施
設
で
対
応
し
た
い
と

考
え
て
い
る
。
上
水
道
が
止
ま
る
こ
と

は
想
定
し
て
い
な
い
が
、
緊
急
時
に
総

量
８
５
０
０
リ
ッ
ト
ル
の
飲
料
水
を
運

び
込
む
機
材
の
備
蓄
は
し
て
い
る
。

　
危
機
対
策
課
の
町
民
へ
の
浸
透
を

図
る
な
ら
、
こ
う
い
っ
た
啓
蒙
活
動

の
担
い
手
と
し
て
も
期
待
し
た
い
。

（
三
澤
）

　
以
前
か
ら
「
自
衛
隊
に
頼
る
」
と

い
う
言
葉
が
散
見
さ
れ
て
い
た
が
、

自
衛
隊
派
遣
は
知
事
要
請
な
の
で
町

長
の
思
う
よ
う
な
タ
イ
ミ
ン
グ
で
の

活
用
に
は
疑
問
符
が
付
く
。

　
本
当
に
「
す
ぐ
隣
の
…
」「
頼
ん

だ
ら
来
て
く
れ
る
…
」
と
考
え
て
い

る
と
し
た
ら
「
事
実
誤
認
」
だ
と
思

う
。

　
別
な
機
会
で
再
確
認
を
し
、
誤
解

を
解
か
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
！

（
三
澤
）



令和6年第1回定例会 一 般 質 問

〔 １４ 〕令和6年5月号

 町
長
 

①
利
用
が
な
い
背
景
と
し
て

は
、
今
ま
で
八
雲
町
内
で
は
地
震
に
起

因
す
る
住
宅
被
害
が
ほ
ぼ
な
い
こ
と
、

費
用
を
出
し
て
ま
で
改
修
す
る
人
が
少

な
い
の
で
は
な
い
か
と
推
察
し
て
お
り
、

地
震
対
策
に
対
す
る
意
識
が
低
い
も
の

と
感
じ
て
い
る
。

②
国
で
は
「
住
宅
・
建
築
物
安
全
ス
ト
ッ

ク
形
成
事
業
」
と
し
て
耐
震
診
断
、
補

強
設
計
に
つ
い
て
は
国
と
地
方
が
３
分

の
２
を
補
助
、
耐
震
改
修
に
つ
い
て
は

国
と
地
方
が
　
％
負
担
し
、
限
度
額
１

２３

０
０
万
４
千
円
を
補
助
す
る
支
援
を

行
っ
て
い
る
。
ま
た
、「
パ
ッ
ケ
ー
ジ

支
援
」
と
は
、
補
強
設
計
と
耐
震
改
修

を
一
体
と
し
て
行
う
こ
と
で
、
国
と
地

方
が
８
割
を
負
担
し
、
限
度
額
１
２
０

万
円
を
補
助
す
る
内
容
と
な
っ
て
い
る
。

③
補
助
制
度
に
つ
い
て
は
需
要
が
低
い

も
の
と
考
え
る
が
、
耐
震
化
の
重
要
性

を
啓
発
し
、
検
討
し
て
い
き
た
い
。

Ｑ
 戸
建
て
木
造
住
宅
の
耐
震
化
に
つ
い
て

 問
 
　
①
町
広
報
に
は
戸
建
て
木
造
住

宅
の
無
料
耐
震
診
断
の
案
内
を
載
せ
て

い
る
が
、
利
用
さ
れ
て
い
な
い
現
状
を

ど
の
よ
う
に
分
析
し
て
い
る
か
。

②
北
海
道
の
耐
震
補
助
制
度
は
ど
の
よ

う
に
な
っ
て
い
る
の
か
。
ま
た
、
耐
震

化
促
進
の
た
め
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
支
援
は

ど
の
よ
う
な
制
度
か
。

③
耐
震
改
修
工
事
が
利
用
が
少
な
い
の

は
、
所
有
者
の
負
担
が
大
き
い
こ
と
と
、

補
助
制
度
が
利
用
し
づ
ら
い
こ
と
に
あ

る
。
利
用
し
や
す
い
補
助
制
度
を
構
築

す
べ
き
と
思
う
が
、
考
え
を
伺
う
。

 問
 
　
活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
に
は
町

民
参
加
が
必
要
と
考
え
る
。
関
係
人
口

と
協
力
し
、
新
し
い
仕
組
み
づ
く
り
と

し
て
、
ふ
る
さ
と
納
税
を
活
用
し
た
持

続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
に
投
資
す
る
基

金
を
創
設
し
て
は
ど
う
か
。

 町
長
 

魅
力
的
で
持
続
可
能
な
ま
ち

づ
く
り
の
実
現
に
は
、
町
民
の
参
加
が

不
可
欠
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
が
、
今

す
ぐ
基
金
を
創
設
す
る
こ
と
は
難
し
い

こ
と
か
ら
、
検
討
を
進
め
、
現
状
に
お

け
る
様
々
な
補
助
金
や
助
成
金
の
制
度

を
有
効
活
用
し
な
が
ら
、
自
治
基
本
条

例
に
則
り
、
町
民
か
ら
の
要
望
を
し
っ

か
り
と
受
け
止
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
要
望

に
沿
っ
た
支
援
に
繋
げ
て
い
け
る
よ
う

努
め
て
い
く
。

Ｑ
　町
民
参
加
に
は

　　　　　　　　　　　　　具
体
的
な
政
策
を

 齊藤 　　 實  議員
さいとう まこと

新たに 議会広報モニター として　　　
　　　　　　　２名の方が加わりました！

　令和５年４月から 石亀 さん、令和６年１月から
いしがめ

 小  山 さんが新たに議会広報モニターとして
こ やま

委嘱されております。
　すでに委嘱されております水野さん、手塚さん、近藤さんをはじめ、モニターの皆様から
貴重なご意見・ご提案をいただきながら、更なる議会広報の充実に努めてまいります！



〔 １５ 〕 令和6年5月号

　新役場庁舎等整備事業において、費用及び維持管理費の軽減を図るため、実施設計の変更案が示されま
した。基本設計の原案に比べ、大屋根部分が３階から２階へ下がり、軒高さが低くなった外観となってい
ます。

落部漁業協同組合 株式会社木蓮

　落部漁業協同組合事務所整備について、町の支
援をいただくこととなりました。
　地域住民が集う中核施設として、水産加工品・
地域農産物の直売、地域の小中学校の課外学習と
しての利用など、有効に活用できるようにしたい
と考えています。

　八雲高校ビジネス科との関わりで、仕入れ・売
上げ、収益などを学べるような活動として、「駄
菓子屋」を人材育成のひとつとして実施しました。
　また、ぺコレラ学舎では、イベント開催による
体験観光などの事業を実施し、関係人口の拡大を
図っています。

一般会議を開催しました（２月26日）

　昨年開催された町民説明会でも「町民への説明が不十分なのでは」との認識が議会の中にあり、令和６年
第１回定例会の予算委員会において、再度の町民説明会開催について質疑がありました。町長は町民説明会
は開催しないとしていましたが、定例会最終日、「実施設計の変更案」が示された全員協議会において、
「町民説明会を開催する」と答弁し、４月15日に町民説明会を開催する運びとなりました。



〔 １６ 〕令和6年5月号

定例会・臨時会議件一覧
令和６年第１回臨時会（令和６年１月２４日）

専決処分の報告について
（工事請負契約の一部変更契約締結について）

報告第１号八雲町手数料徴収条例の一部を改正する条例議案第１号

専決処分の報告について
（工事請負契約の一部変更契約締結について）

報告第２号財産の取得について議案第２号

専決処分の報告について
（工事請負契約の一部変更契約締結について）

報告第３号令和５年度八雲町一般会計補正予算（第１０号）議案第３号

専決処分の承認を求めることについて
（八雲町一般会計補正予算（第９号））

承認第１号

令和６年第１回定例会（令和６年３月７日～１５日）

財産の処分について議案第２５号令和６年度八雲町一般会計予算議案第１号

指定管理者の指定について議案第２６号令和６年度八雲町国民健康保険事業特別会計予算議案第２号

町道路線の変更について議案第２７号令和６年度八雲町後期高齢者医療特別会計予算議案第３号

新町建設計画の変更について議案第２８号令和６年度八雲町介護保険事業特別会計予算議案第４号

令和５年度八雲町一般会計補正予算（第１１号）議案第２９号令和６年度八雲町水道事業会計予算議案第５号

令和５年度八雲町国民健康保険事業特別会計補正
予算（第２号）

議案第３０号令和６年度八雲町熊石地域簡易水道事業会計予算議案第６号

令和５年度八雲町後期高齢者医療特別会計補正予
算（第１号）

議案第３１号令和６年度八雲町下水道事業会計予算議案第７号

令和５年度八雲町介護保険事業特別会計補正予算
（第３号）

議案第３２号令和６年度八雲町農業集落排水事業会計予算議案第８号

令和５年度八雲町下水道事業特別会計補正予算
（第２号）

議案第３３号令和６年度八雲町病院事業会計予算議案第９号

令和５年度八雲町農業集落排水事業特別会計補正
予算（第１号）

議案第３４号
八雲町監査委員条例及び八雲町病院事業の設置等
に関する条例の一部を改正する条例

議案第１０号

令和５年度八雲町病院事業会計補正予算（第２号）議案第３５号八雲町課設置条例の一部を改正する条例議案第１１号

八雲町職員の旅費に関する条例の一部を改正する条例議案第３６号八雲町職員定数条例の一部を改正する条例議案第１２号

工事委託に関する協定の変更協定の締結について議案第３７号
八雲町長及び副町長の給料の特例に関する条例を
廃止する条例

議案第１３号

令和６年度八雲町一般会計補正予算（第１号）議案第３８号
八雲町一般職員の特殊勤務手当に関する条例及び
八雲町会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関
する条例の一部を改正する条例

議案第１４号

令和６年度八雲町介護保険事業特別会計補正予算
（第１号）

議案第３９号
東日本大震災の被災者に対する町民税の減免に関
する条例及び東日本大震災の被災者に対する国民
健康保険税の減免に関する条例を廃止する条例

議案第１５号

専決処分の報告について
（工事請負契約の一部変更契約締結について）

報告第１号八雲町消防手数料徴収条例の一部を改正する条例議案第１６号

専決処分の報告について
（損害賠償額の決定について）

報告第２号八雲町介護保険条例の一部を改正する条例議案第１７号

人権擁護委員の推薦につき意見を求めることにつ
いて

諮問第１号
指定居宅サービス等の事業の人員、設備及び運営
に関する基準等の一部を改正する省令等の公布に
伴う関係条例の整理に関する条例

議案第１８号

八雲町議会委員会条例の一部を改正する条例発委第１号
八雲町放課後児童健全育成事業の設備及び運営に
関する基準を定める条例の一部を改正する条例

議案第１９号

企業・団体献金の全面禁止等を求める意見書発議第１号
八雲町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事
業の運営に関する基準を定める条例の一部を改正
する条例

議案第２０号

被災者生活再建支援法の支援対象と支援金の拡充
を求める意見書

発議第２号八雲町農業研修者支援住宅条例を廃止する条例議案第２１号

生涯を通じた歯科健診の実現を求める意見書発議第３号八雲町育成牧場条例の一部を改正する条例議案第２２号

予算特別委員会審査報告書
八雲町漁港用地管理条例及び八雲町水産基盤整備
事業分担金徴収条例の一部を改正する条例

議案第２３号

議会運営委員会の閉会中の継続調査申出書
八雲町あわび養殖漁業経営安定対策資金融資条例
を廃止する条例

議案第２４号

令和６年第２回臨時会（令和６年３月２６日）

令和６年度八雲町介護保険事業特別会計補正予算
（第１号）

議案第３号
令和５年度八雲町農業集落排水事業特別会計補正
予算（第２号）

議案第１号

令和６年度八雲町一般会計補正予算（第２号）議案第２号



〔 １７ 〕 令和6年5月号

千
　
葉
　
　
　
隆

黒
　
島
　
竹
　
満

能
登
谷
　
正
　
人

斎
　
藤
　
　
　
實

安
　
藤
　
辰
　
行

牧
　
野
　
　
　
仁

三
　
澤
　
公
　
雄

倉
　
地
　
清
　
子

宮
　
本
　
雅
　
晴

関
　
口
　
正
　
博

大
久
保
　
建
　
一

横
　
田
　
喜
世
志

佐
　
藤
　
智
　
子

赤
　
井
　
睦
　
美

採決結果議　　　　　件　　　　　名

○○○○欠○○○○○××○可　　決令和６年度八雲町介護保険事業特別会計予算議案第４号

○○○○欠○○○○○××○可　　決八雲町介護保険条例の一部を改正する条例議案第１７号

××○○欠××○×○×××否　　決令和６年度八雲町一般会計補正予算（第１号）議案第３８号

○○○○欠○○○○○○○○撤回の承認
令和６年度八雲町介護保険事業特別会計補正予算
（第１号）　※提出者より撤回の申出

議案第３９号

××××欠×××××○○○否　　決企業・団体献金の全面禁止等を求める意見書発議第１号

○○○×欠○○○××○○○可　　決
被災者生活再建支援法の支援対象と支援金の拡充
を求める意見書

発議第２号

賛成　〇　　反対　×　

※千葉隆議長は、賛否同数の場合にその可否を決定します。

　　　　　第１回定例会　賛否一覧（反対のあった議案を掲載）

××○○○×○○○○×××可　　決令和６年度八雲町一般会計補正予算（第２号）議案第２号

　　　　　第２回臨時会　賛否一覧（反対のあった議案を掲載）

※千葉隆議長は、賛否同数の場合にその可否を決定します。

《２月》
　　　９日　全員協議会
　　　　　　総務経済常任委員会
　　　１６日　全員協議会
　　　　　　二海サーモン等調査特別委員会
　　　　　　文教厚生常任委員会
　　　２９日　全員協議会
《３月》
　　　１日　議会運営委員会
　　　６日　全員協議会
７日～１５日　第１回定例会
　　　　　　予算特別委員会
　　　　　　総務経済常任委員会
　　　　　　文教厚生常任委員会
　　　　　　広報広聴常任委員会
　　　　　　全員協議会
　　　　　　議会運営委員会

　　　２１日　全員協議会
　　　２６日　第２回臨時会
《４月》
　　　８日　広報広聴常任委員会
　　　１１日　総務経済常任委員会
　　　１８日　二海サーモン等調査特別委員会
　　　　　　文教厚生常任委員会
　　　１９日　広報広聴常任委員会

議会のうごき

議会広報の訂正とお詫び

　議会広報第80号（令和６年２月号）３ページ「二海サーモン等調査特別委員会を設置」におい

て、『「土地の価格は１００万円程度」「５，０００万円の根拠が不明」』との記載について、誤解を与える

表現になっていました。

　正しくは『「土地・建物・設備・泉源を合わせた売買価格が５，０００万円という町の説明に対して

積算の根拠がはっきりしない」』と訂正し、ご迷惑をおかけしました関係者の皆様に深くお詫び申

し上げます。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　議会広報広聴常任委員会
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常常常常常常常常常常常常常常常常常常常常常常常常常常常常常常常常常常常常常常常常常任任任任任任任任任任任任任任任任任任任任任任任任任任任任任任任任任任任任任任任任任委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員常任委員会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会
　　　ののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののの活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活の活動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動
令和６年２月から令和６年４月の

各常任委員会の活動です。

●
修
学
旅
行
に
お
け
る
最
寄
り
駅
へ
の

送
迎
に
つ
い
て
（
学
校
教
育
課
）

　
町
内
の
各
小
中
学
校
の
修
学
旅
行
の

駅
ま
で
の
送
迎
に
つ
い
て
は
、
ス
ク
ー

ル
バ
ス
の
登
校
時
間
と
重
な
る
こ
と
も

あ
り
、
保
護
者
に
よ
る
送
迎
と
な
っ
て

い
た
学
校
も
あ
り
ま
し
た
が
、
各
学
校

か
ら
最
寄
り
の
駅
ま
で
の
送
迎
は
、
教

育
委
員
会
が
行
う
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　
共
働
き
が
増
え
て
い
る
現
在
、
送
迎

文
教
厚
生

を
し
て
も
ら
え
る
こ
と
は
、
と
て
も
助

か
り
ま
す
ね
。
こ
れ
で
安
心
し
て
修
学

旅
行
を
楽
し
め
ま
す
よ
う
に
！

●
看
護
補
助
者
処
遇
改
善
事
業
の
実
施

に
つ
い
て
（
総
合
病
院
・
熊
石
国
保
病

院
）

　
他
の
職
種
よ
り
給
与
水
準
が
低
く
、

人
材
確
保
や
定
着
が
困
難
な
看
護
補
助

者
の
処
遇
改
善
を
行
う
こ
と
を
目
的
に
、

看
護
補
助
者
一
人
当
た
り
月
額
平
均
６

０
０
０
円
の
賃
金
を
引
き
上
げ
る
措
置

が
講
じ
ら
れ
ま
す
。

　
６
月
以
降
の
国
の
方
針
で
は
、
賃
上

げ
効
果
が
継
続
さ
れ
る
取
り
組
み
を
行

う
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

●
災
害
時
要
援
護
者
避
難
支
援
プ
ラ
ン

の
改
定
に
つ
い
て
（
保
健
福
祉
課
）

　
令
和
３
年
度
に
国
の
「
災
害
対
策
基

本
法
」
の
改
正
が
あ
り
、
避
難
行
動
要

支
援
者
ご
と
に
個
別
避
難
計
画
を
作
成

す
る
こ
と
が
努
力
義
務
と
さ
れ
ま
し
た
。

名
称
に
つ
い
て
も
、「
要
援
護
者
」
は

「
避
難
行
動
要
支
援
者
」
に
、「
個
別
支

援
計
画
」
は
「
個
別
避
難
計
画
」
に
変

更
し
て
お
り
ま
す
。

厚
沢
部
町
認
定
こ
ど
も
園
を
視
察

　
文
教
厚
生
常
任
委
員
会
で
は
、
く
ま

い
し
保
育
園
で
保
育
園
留
学
を
検
討
し

て
い
る
と
の
報
告
を
受
け
、
令
和
６
年

２
月
７
日
に
、
先
進
地
で
あ
る
厚
沢
部

町
の
認
定
こ
ど
も
園
「
は
ぜ
る
」
と
、

短
期
移
住
の
た
め
の
宿
泊
施
設
を
視
察

し
て
き
ま
し
た
。

　
町
内
三
つ
の
町
立
保
育
園
を
一
つ
に

統
合
し
、
認
定
こ
ど
も
園
「
は
ぜ
る
」

と
し
て
出
発
し
、
全
国
で
初
め
て
「
保

育
園
留
学
」
を
開
始
し
ま
し
た
。
子
ど

も
中
心
の
「
の
び
の
び
保
育
」
を
目
指

し
、
園
舎
も
広
く
活
動
的
に
作
ら
れ
て

い
ま
す
。

　
同
じ
建
物
の
中
に
「
子
育
て
支
援
セ

ン
タ
ー
」
と
「
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
」

　
す
で
に
計
画
を
作
っ
て
い
る
町
内

会
や
、
こ
れ
か
ら
作
る
町
内
会
に
も

ご
負
担
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
個
別

避
難
計
画
の
作
成
に
ご
協
力
い
た
だ

け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

対
象
期
間
：
令
和
６
年
２
月
～
５
月

対
象
者
：
病
棟
勤
務
の
看
護
補
助
者

（
総
合
病
院
　
名
、国
保
病
院
　
名
）

３０

１３

も
設
置
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
園
庭
も

元
々
あ
っ
た
公
園
を
利
用
し
、
広
い
の

は
も
ち
ろ
ん
、
わ
く
わ
く
す
る
よ
う
な

遊
具
も
た
く
さ
ん
！

　
更
に
畑
も
あ
り
、
子
ど
も
達
が
自
ら

野
菜
も
育
て
て
い
る
そ
う
で
す
。

　
保
育
園
留
学
は
、
１
～
３
週
間
、
子

ど
も
は
「
は
ぜ
る
」
に
通
い
、
家
族
で

厚
沢
部
町
に
滞
在
で
き
る
暮
ら
し
を
体

験
で
き
る
シ
ス
テ
ム
で
す
。

　
短
期
滞
在
の
た
め
に
、
手
ぶ
ら
で
来

て
す
ぐ
に
住
む
こ
と
が
出
来
る
住
居
も

用
意
さ
れ
て
お
り
、
視
察
時
に
は
新
た

に
２
戸
が
建
設
中
で
あ
り
、
完
成
間
近

な
と
こ
ろ
を
見
学
で
き
ま
し
た
。

建設中の宿泊施設



〔 １９ 〕 令和6年5月号

●
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
に
つ
い
て
（
総

務
課
）

　
八
雲
駅
前
、
八
雲
郵
便
局
前
、
八
雲

小
学
校
横
の
３
箇
所
の
電
柱
に
つ
い
て
、

防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
が
不
可
と
な
っ
た
。

　
理
由
は
八
雲
駅
前
お
よ
び
八
雲
郵
便

局
前
の
電
柱
に
つ
い
て
は
、
既
に
架
設

さ
れ
て
い
る
共
架
者
の
ケ
ー
ブ
ル
が
あ

る
た
め
、
八
雲
小
学
校
横
の
電
柱
に
つ

い
て
は
、
低
圧
線
が
架
線
さ
れ
て
い
る

た
め
、
設
置
の
許
可
が
下
り
な
か
っ
た
。

●
熊
石
漁
港
ふ
れ
あ
い
広
場
整
備
事
業

に
つ
い
て
（
産
業
課
）

　
排
水
性
が
悪
く
地
面
が
軟
弱
な
た
め
、

イ
ベ
ン
ト
開
催
時
に
影
響
が
出
る
こ
と

な
ど
改
善
の
要
望
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、

ふ
れ
あ
い
広
場
の
緑
地
５
２
９
０
 愛
の

舗
装
改
修
を
行
う
。

●
醸
造
用
ぶ
ど
う
栽
培
状
況
に
つ
い
て

（
農
林
課
）

　
令
和
５
年
度
の
ぶ
ど
う
の
生
育
状
況

は
、
天
候
に
も
恵
ま
れ
た
が
、
土
壌
改

善
、
施
肥
設
計
、
病
害
虫
駆
除
の
工
夫
・

効
率
化
な
ど
の
管
理
技
術
の
改
善
が
功

を
奏
し
て
樹
勢
の
回
復
が
図
ら
れ
た
。

　
上
の
湯
地
区
で
は
、
令
和
３
年
に
鹿

に
よ
る
食
害
を
受
け
た
圃
場
に
　
本
の

５８

補
植
を
し
た
。
ど
の
圃
場
も
果
汁
糖
度

は
、
成
熟
に
伴
い
上
昇
し
完
熟
期
に
は

　
・
７
度
に
達
し
た
。
収
穫
し
た
ブ
ド

２１ウ
は
少
量
醸
造
の
工
夫
を
し
て
、
民
間

ワ
イ
ナ
リ
ー
に
依
頼
し
試
作
ワ
イ
ン
を

醸
造
し
た
。

　
通
学
路
を
歩
く
子
ど
も
達
や
一
般
歩

行
者
の
安
全
確
保
と
交
通
安
全
の
一
層

の
啓
蒙
に
資
す
る
た
め
に
と
の
事
業
で

し
た
が
、
残
念
で
し
た
。

　
令
和
６
年
度
は
電
柱
等
の
設
置
場
所

に
つ
い
て
再
度
検
討
す
る
そ
う
で
す
。

　
令
和
６
年
度
か
ら
三
杉
町
の
町
有
地

を
植
栽
場
所
と
し
て
進
め
、
品
種
も
ヤ

マ
・
ソ
ー
ビ
ニ
オ
ン
か
ら
欧
州
系
の

シ
ャ
ル
ド
ネ
、
ピ
ノ
・
ノ
ワ
ー
ル
を
植

え
て
い
く
。

　
管
理
作
業
等
を
担
っ
て
い
る
協
力
隊

員
２
名
は
将
来
、
ワ
イ
ナ
リ
ー
経
営
の

担
い
手
と
な
る
こ
と
を
目
指
し
て
お
り
、

道
内
の
先
進
地
ワ
イ
ナ
リ
ー
に
お
い
て
、

技
術
修
得
や
人
脈
形
成
に
努
め
て
い
る

と
の
報
告
を
受
け
た
。

　
ぶ
ど
う
栽
培
計
画
は
令
和
６
年
度
は

　
ア
ー
ル
で
６
０
０
本
、
令
和
７
年
度

２０は
　
ア
ー
ル
で
１
５
０
０
本
、
令
和
８

５０
年
度
以
降
は
毎
年
　
ア
ー
ル
で
２
０
０

７０

０
本
を
植
樹
す
る
予
定
。

総
務
経
済

秋
頃
に
は
試
飲
会
？
期
待
し
て
い
ま

す
！

【
委
員
か
ら
出
た
意
見
】

・
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
を
掲
げ
る

町
が
「
緑
地
」
を
「
舗
装
」
で
固
め
る

の
か
。

・
新
規
事
業
が
２
月
に
報
告
さ
れ
て
、

議
論
の
余
地
が
な
い
の
は
ど
う
な
の
か
。
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八雲中学校の生徒さん

Ｑ　中学校生活は楽しいですか？

・部活で練習し、大会に出て、青春だなと思う。

Ｑ　新しい校舎はどうですか？

・快適です。

・暖房が効いているので温かい。

・トイレも良くなった。

・窓からの景色が、今までくすんで見えていたが、

きれいに見えるようになった。

Ｑ　給食は美味しいですか？

・美味しい。

・好きなメニューは、ココア揚げパン、カレーレン

コンチップス、さつま揚げ、牛乳、焼きそば、お

しるこ、プリンタルト、ブロッコリーおかか和え、

焼きメンチカツを挟んだパン。

・黙食はなくなったけど、みんな静かに食べている。

Ｑ　八雲町は好きですか？

・ハーベスターの八雲にしかないような特別感が好

き。

・育成牧場の展望台が好き。

Ｑ　八雲町にあったらいいなと思うものは？

・ゲームセンター、マクドナルド、大きな書店、

ファミリーマート、遊具が揃った公園、スイーツ

食べ放題の場所。

Ｑ　買い物はどうしていますか？

・八雲にないものはアマゾンで探す。

・ほとんど八雲で揃う。

Ｑ　議員のイメージはどうですか？

・激しく言い合っている感じ。

・堅苦しい。

・今回、実際に会ってイメージが変わりました。

熊石中学校の生徒さん

Ｑ　八雲町のいいところは？

・日本で唯一、海が二つあるところ。

・人が優しいところ。

・自然が豊かで生命力にあふれている。

・災害が少ないところ。

Ｑ　八雲にあったらいいなと思うところは？

・学校にエアコンを付けてほしい。

・受験生のメンタルケアをやったらどうか。

Ｑ　給食は美味しいですか？

・嫌いなものもあるが、美味しいと思う。

・きのこ類が苦手だが、大体完食している。

Ｑ　将来の夢は？

・パソコンを使う仕事。

・人の役に立てるやりがいのある仕事。

・教育関係で、教師や保育士など。

・大学進学。

Ｑ　この取材の感想は？

・何を聞かれるか緊張したけど、優しくて安心した。

・堅いイメージだったが、フレンドリーでよかった。

・熊石は過疎で発展していないから、熊石が発展し

ていけるように頑張ってほしい。

・・・取材を終えて・・・

　どちらの学校も、卒業後に八雲町から出る生徒さ

んが多かった。応援しているが、八雲町に戻って来

たいと思えるようなまちづくりをしなければならな

いと改めて痛感しました。
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先
日
、
町
内
で
行
わ
れ
た
地

域
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こ
し
協
力
隊
の
報
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会
で

は
、
八
雲
町
を
多
く
の
人
に

知
っ
て
も
ら
い
、
多
く
の
人
に

好
き
に
な
っ
て
も
ら
い
た
い
と

い
う
心
強
い
言
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が
あ
り
、
そ

の
た
め
に
は
人
と
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の
繋
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で
、
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広
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で
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同
じ
志
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つ
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、
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る
よ
う
に
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ん

で
い
き
た
い
。
そ
し
て
八
雲
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も
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き
に
な
り
た
い
と
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て
い
る
。
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　町民の皆さまの声が聞きたくて、議会を飛び出し町内の色々な団体や

サークルなどの皆さまの声を聞いてみました。

　今回は

八雲中学校・熊石中学校の生徒さんです！


